
 

  

70 
紫
陽
花

あ

じ

さ

い 

 

生
地
産
状 
栽
培
、
か
ん
木
、
葉
は
広
だ
円
形
。
五
～
六
月
ご 

 
 
 
 

ろ
四
弁
花
が
集
ま
っ
て
大
き
く
球
状
を
な
し
、
色
は
白 

 
 
 
 

か
ら
青
紫
色
、
淡
紅
に
変
化
し
、
観
賞
用
。
め
し
べ
が 

 
 
 
 

退
化
し
果
実
は
つ
け
な
い
。 

 

効 

用 

解
熱
に
乾
燥
花
を
四
グ
ラ
ム
煎
服
す
る
。 

                    

凍
傷
・
せ
き
止
め
に
も
よ
い
。
葉
は
お
ひ
た
し
、
天
ぷ 

ら
に
し
て
食
す
。 

  

72 

ナ
ン
テ
ン 

 

生
地
産
状 

栽
培
、
常
緑
灌
木
、
実
の
赤
い
ア
カ
ナ
ン
テ
ン
、 

 
 
 
 

葉
は
や
や
赤
み
を
帯
び
て
い
る
。
実
の
白
い
白
ナ
ン
テ 

 
 
 
 

ン
、
葉
は
緑
色
。
葉
は
羽
状
複
葉
で
、
花
は
白
色
六
弁 

 
 
 
 

で
小
さ
い
の
を
多
く
つ
け
る
。
祝
い
木
と
し
て
使
わ
れ 

 
 
 
 

る
。 

        

71 

ユ
キ
ノ
シ
タ 

 

生
地
産
状 

陰
地
、
渓
流
の
岩
に
も
自
生
す
る
が
、
栽
培
も
さ 

 
 
 
 

れ
る
。
常
緑
多
年
草
。
葉
は
多
肉
楕
円
形
、
表
面
に
荒 

 
 
 
 

い
毛
が
あ
り
、
緑
色
、
裏
面
は
赤
紫
色
。
葉
柄
の
根
元 

 
 
 
 

か
ら
赤
紫
の
糸
の
よ
う
に
細
い
走
出
枝
を
出
し
、
先
端 

 
 
 
 

に
根
を
出
し
繁
殖
す
る
。
初
夏
に
紅
色
、
黄
色
の
斑
点 

 
 
 
 

の
あ
る
白
色
五
弁
の
花
を
開
く
。
観
賞
用
。 

 

効 

用 

小
児
の
ひ
き
つ
け
に
葉
を
水
洗
い
し
、
塩
を
ふ
り
か 

 
 
 
 

け
も
み
出
し
た
汁
を
含
ま
せ
る
。
中
耳
炎
に
も
み
汁
を 

 
 
 
 

た
ら
し
込
む
。
傷
口
、
は
れ
物
に
葉
を
あ
ぶ
っ
て
患
部 

 
 
 
 

に
は
る
か
、
葉
汁
を
つ
け
る
。
痔
も
葉
汁
を
つ
け
る
。 

                 

効 

用 

せ
き
止
め
・
解
熱
・
強
壮
・
健
胃
に
実
を
五
グ
ラ
ム 

 
 
 
 

煎
服
、
白
い
実
が
効
果
は
高
い
。
葉
は
下
痢
止
め
、
温 

 
 
 
 

し
っ
ぷ
に
用
い
る
と
疝
気
の
痛
み
が
冶
る
。
防
腐
と
し 

 
 
 
 

て
赤
飯
に
葉
を
載
せ
て
お
く
。 

  

73 

ク
ス
ノ
キ∧

ク
ツ
ギ∨

 

 

生
地
産
状 

山
野
、
常
緑
高
木
、
特
異
な
芳
香
が
あ
り
、
こ
れ 

 
 
 
 

が
害
虫
な
ど
に
抵
抗
力
を
持
ち
、
巨
樹
に
な
る
も
の
が 

 
 
 
 

多
い
。
神
聖
な
木
と
さ
れ
神
社
境
内
に
植
え
ら
れ
千
年 

        

 

 

690 691 



 
 
 
 

に
も
な
る
の
が
あ
る
。
葉
は
長
だ
円
形
で
先
が
と
が
り 

 
 
 
 

革
質
、
五
月
ご
ろ
黄
白
色
の
小
花
を
つ
け
、
十
一
月
ご 

 
 
 
 

ろ
黒
色
球
形
の
小
さ
な
果
実
を
結
ぶ
。 

効 

用 
歯
痛
に
若
葉
を
陰
干
し
に
し
た
も
の
を
煎
服
す
る
。 

 
 
 
 

防
虫
剤
＝
樟

脳

し
よ
う
の
う

、
防
腐
剤
、
防
臭
剤
＝
片
脳
油
の
原
料
。 

  

74 

ビ
ナ
ン
カ
ズ
ラ 

別
名 
サ
ネ
カ
ズ
ラ 

                                

76 

ハ
コ
ベ∧

ハ
ク
ビ
又
は
ミ
ジ
ナ∨

 

 

生
地
産
状 

山
野
、
路
傍
に
自
生
。
二
年
草
で
春
か
ら
夏
に
か 

 
 
 
 

け
て
は
び
こ
る
。
葉
は
卵
形
で
軟
ら
か
い
。
春
白
い
小 

 
 
 
 

五
弁
花
を
つ
け
る
。春
の
七
草
の
一
つ
。食
用
に
な
る
。 

 

効 

用 

催
乳
・
浄
血
に
全
草
を
煎
服
す
る
。
葉
汁
を
取
り
去 

 
 
 
 

り
塩
を
少
し
混
ぜ
、
よ
く
乾
燥
さ
せ
緑
の
ハ
コ
ベ
塩
を 

生
地
産
状 

山
林
中
の
日
陰
、
常
緑
つ
る
性
か
ん
木
。
葉
は
長 

 
 
 
 

だ
円
形
、
な
め
ら
か
で
厚
く
、
光
沢
が
あ
る
。
初
夏
、 

 
 
 
 

葉
わ
き
に
淡
黄
色
の
花
を
開
き
。
紅
色
球
状
の
実
を
結 

 
 
 
 

ぶ
。
万
葉
集
に
サ
ネ
カ
ズ
ラ
の
名
で
出
て
い
る
。
昔
は 

 
 
 
 

樹
液
を
ビ
ン
ツ
ケ
や
洗
髪
に
使
っ
て
い
る
。 

効 

用 

鎮
咳
・
強
壮
に
乾
燥
し
た
果
実
を
ど
ろ
ど
ろ
に
な
る 

 
 
 
 

ま
で
煮
て
、
ふ
き
ん
で
こ
し
て
か
ら
、
砂
糖
を
加
え
再 

 
 
 
 

び
火
に
か
け
、
冷
め
な
い
う
ち
に
服
用
す
る
。 

  

75 

グ
ミ∧

ク
ー
ビ∨

 

 

生
地
産
状 

山
野
自
生
、
常
緑
か
ん
木
。
葉
は
だ
円
形
、
褐
色 

 
 
 
 

ま
た
は
銀
色
の
細
毛
が
あ
る
。
白
色
の
花
を
開
き
、
花 

 
 
 
 

後
だ
円
形
ま
た
は
球
形
の
赤
い
実
を
結
ぶ
。
実
は
食
べ 

 
 
 
 

ら
れ
る
。
材
は
強
く
農
工
具
の
柄
と
す
る
。 

 

効 

用 

破
傷
風
に
根
を
煎
服
す
る
。 

                     

作
り
歯
槽
の
う
ろ
う
・
歯
ぐ
き
の
出
血
に
す
り
こ
む
と 

効
く
。 

  

77 

ス
ベ
リ
ヒ
ユ∧

ア
ブ
ラ
ク
サ∨

 

 

生
地
産
状 

荒
地
、
路
傍
な
ど
日
当
た
り
の
よ
い
所
に
自
生
、 

 
 
 
 

一
年
草
、
枝
が
分
か
れ
て
地
面
を
は
い
、
茎
葉
と
も
に 

 
 
 
 

多
肉
質
で
無
毛
、
つ
や
が
あ
り
、
葉
は
へ
ら
状
、
紫
紅 

 
 
 
 

色
、
夏
、
日
の
あ
る
間
だ
け
黄
色
の
小
花
が
咲
く
。
茎 

 

 

 

692 693 



           
 
 
 

葉
を
乾
燥
し
、
お
ひ
た
し
な
ど
に
し
て
い
る
が
多
食
す 

 
 
 
 

る
と
下
痢
を
す
る
。 

効 

用 

腸
チ
ブ
ス
・
淋
疾
・
消
熱
解
毒
に
全
草
を
乾
燥
し
た 

 
 
 
 

の
を
煎
服
す
る
と
よ
い
。
疥
癬
・
虫
刺
さ
れ
・
漆
か
ぶ 

 
 
 
 

れ
に
は
葉
汁
を
つ
け
る
。 

                        

茎
の
つ
け
ね
は
ふ
く
れ
て
い
る
。
初
秋
に
数
花
ず
つ
集 

 
 
 
 

ま
り
咲
き
、
ろ
う
と
状
の
花
形
で
あ
る
。 

効 

用 

毒
虫
に
剌
さ
れ
た
と
き
、
生
葉
の
汁
を
つ
け
る
。 

  

80 

イ
ノ
コ
ズ
チ∧

ム
シ
ナ∨

 

 

生
地
産
状 

野
生
、
多
年
草
、
茎
は
四
角
で
節
高
く
、
葉
は
対 

 

78 

ツ
ル
ナ∧

ハ
マ
ジ
シ
ヤ∨

 

 

生
地
産
状 

海
岸
に
自
生
、
多
肉
質
の
多
年
草
、
葉
は
厚
く
も 

 
 
 
 

ろ
く
、
三
角
卵
状
、
葉
わ
き
に
黄
色
の
小
さ
な
花
を
開 

 
 
 
 

き
、
角
の
あ
る
実
を
結
ぶ
。
若
葉
は
食
用
。 

 

効 

用 

健
胃
・
胃
炎
に
乾
燥
し
た
全
草
を
煎
服
す
る
。 

          
79 

オ
シ
ロ
イ
バ
ナ∧

オ
シ
ロ
イ
バ
ナ∨

 

 

生
地
産
状 

半
野
生
、
多
年
生
草
、
約
一
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
、 

                  

生
、
花
は
五
弁
花
で
穂
状
に
初
秋
咲
く
。
果
実
は
つ
ぼ 

 
 
 
 

み
に
と
げ
が
あ
り
衣
服
な
ど
に
付
着
す
る
。 

 

効 

用 

利
尿
・
強
精
・
通
経
剤
と
し
て
乾
燥
し
た
根
を
煎
服 

 
 
 
 

す
る
。
淋
疾
・
は
れ
物
に
も
効
く
。 

81 

ケ
イ
ト
ウ 

 

生
地
産
状 

栽
培
、
一
年
草
、
茎
は
赤
味
を
帯
び
角
ば
っ
て
お 

 
 
 
 

り
、
夏
秋
に
赤
ま
た
は
黄
の
小
花
を
つ
け
た
花
穂
が
鶏 

 
 
 
 

冠
状
を
な
す
。 

 

効 

用 

赤
痢
に
は
花
を
煎
服
す
る
。 

 

 

694 695 



           

82 

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ 

 

生
地
産
状 

栽
培
、
一
年
生
ま
た
は
二
年
生
草
、
葉
は
長
三
角 

 
 
 
 

形
で
裂
け
た
の
と
丸
み
の
も
の
が
あ
る
。
夏
、
浅
黄
色 

 
 
 
 

の
小
花
を
つ
け
る
。
茎
、
根
は
赤
み
を
帯
び
、
葉
と
と 

 
 
 
 

も
に
食
用
に
な
る
。 

 

効 

用 

分
泌
促
進
・
造
血
剤
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。 

           

て
一
日
五
グ
ラ
ム
を
煎
剤
と
す
る
。
根
を
わ
さ
び
お
ろ 

 
 
 
 

し
で
お
ろ
し
、
酢
を
加
え
て
、
は
れ
物
・
タ
ム
シ
（
ク 

 
 
 
 

シ
ャ
バ
）・
カ
イ
セ
ン
・
シ
ラ
ク
モ
に
塗
布
す
る
。
若 

 
 
 
 

葉
を
煮
て
食
べ
る
と
、
魚
毒
を
消
し
、
疳
が
治
る
。
果 

 
 
 
 

実
は
血
の
道
に
よ
い
。 

84 

タ
デ∧

タ
デ
ィ∨

 

 

生
地
産
状 

原
野
に
自
生
、
多
年
草
、
茎
に
は
節
が
あ
り
、
葉 

 
 
 
 

は
単
葉
で
互
生
、さ
や
状
で
茎
を
囲
み
、酸
味
が
あ
る
。 

          

  

83 

ギ
シ
ギ
シ 

 

生
地
産
状 

原
野
、
路
傍
に
自
生
、
多
年
草
、
長
大
な
黄
色
の 

 
 
 
 

根
が
あ
り
、
葉
は
だ
円
形
で
波
状
、
葉
元
は
茎
を
抱
い 

 
 
 
 

て
い
る
。
夏
、
こ
ず
え
や
葉
わ
き
に
花
穂
を
出
し
、
淡 

 
 
 
 

緑
色
の
小
花
が
た
く
さ
ん
つ
く
。
果
実
は
三
菱
形
。 

 

効 

用 

フ
イ
ラ
リ
ヤ
に
根
を
煎
用
す
る
ほ
か
、
緩
下
剤
と
し 

                     
 
 
 

花
序
に
小
花
を
多
く
つ
け
る
。 

 

効 

用 

虫
剌
さ
れ
に
葉
を
も
ん
で
つ
け
る
。
熱
さ
ま
し
、
暑 

 
 
 
 

気
あ
た
り
に
葉
を
煎
服
す
る
。 

85 

ツ
ル
ド
ク
ダ
ミ 

 

生
地
産
状 

自
生
、
多
年
生
つ
る
草
茎
は
左
右
い
ず
れ
に
も
巻 

 
 
 
 

く
。
葉
は
有
柄
互
生
、
心
臓
形
で
先
が
と
が
り
、
薄
軟
、 

 
 
 
 

秋
に
長
い
柄
を
茎
頭
、
葉
わ
き
か
ら
出
し
小
花
を
多
く 

 
 
 
 

つ
け
る
。
大
形
の
塊
根
を
有
す
る
。 

 

効 

用 

胃
腸
病
・
心
臓
病
・
腎
臓
病
・
月
経
不
順
・
病
後
衰 

 
 
 
 

弱
に
塊
根
を
秋
に
採
取
し
陰
干
し
に
し
煎
服
す
る
と
よ 

 
 
 
 

い
。 

       

 

696 697 



 

 
86 
桑∧
ク
ヮ
ー
ギ∨

 

 

生
地
産
状 
栽
培
、
自
生
、
落
葉
高
木
、
樹
皮
は
淡
褐
色
、
葉 

 
 
 
 

は
切
れ
込
み
が
あ
り
、
柔
ら
か
い
。
春
、
淡
黄
緑
色
の 

 
 
 
 

単
性
花
を
花
序
に
つ
け
、
花
後
、
い
ち
ご
の
よ
う
な
実 

 
 
 
 

を
つ
け
、
紫
黒
色
に
な
り
甘
味
が
あ
る
。
葉
は
養
蚕
、 

 
 
 
 

樹
皮
は
製
紙
、
材
は
諸
種
の
用
に
供
す
。 

                   

効 

用 

神
経
痛
に
柳
の
枝
十
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
に
切
っ
た
も
の 

 
 
 
 

を
一
握
り
、
松
青
葉
、
よ
も
ぎ
の
生
の
も
の
そ
れ
ぞ
れ 

 
 
 
 

一
握
り
を
煎
じ
温
湿
布
す
る
。 

  

88 

シ
ラ
ン 

 

生
地
産
状 

山
地
の
湿
地
な
ど
に
自
生
、
観
賞
用
に
栽
培
も
し 

 
 
 
 

て
い
る
。
多
年
草
、
鱗り

ん

茎け
い

は
丸
く
白
色
、
数
個
相
連
な 

 
 
 
 

る
。
葉
は
四
～
五
枚
で
広
長
で
基
部
は
茎
を
抱
え
て
い 

 
 
 
 

る
。
初
夏
に
花
茎
を
出
し
総
状
に
紅
紫
色
の
美
し
い
花 

 
 
 
 

を
数
個
つ
け
る
。 

 

効 

用 

根
茎
を
煎
服
す
る
と
肺
に
よ
く
、
砕
い
て
粉
に
し
た 

       

効 

用 

消
炎
性
利
尿
・
緩
下
剤
・
痰
切
り
・
鎮
咳
剤
と
し
て 

 

 
 
 
 

根
皮
を
煎
服
す
る
。
葉
を
煎
服
し
て
も
よ
い
。 

  

87 

柳 

 

生
地
産
状 

水
辺
、
自
生
、
栽
培
、
落
葉
高
木
ま
た
は
か
ん
木
、 

 
 
 
 

種
類
が
多
い
。
葉
は
細
長
い
。
花
は
穂
状
花
序
で
、
花 

 
 
 
 

後
、
蒴さ

つ

果
を
つ
け
、
二
裂
し
て
冠
毛
を
つ
け
た
種
子
が 

 
 
 
 

飛
散
す
る
。 

                  

も
の
を
ゴ
マ
油
で
練
っ
た
も
の
は
皮
膚
病
・
火
傷
な
ど 

に
つ
け
る
と
よ
い
。 

  

89 

シ
ョ
ウ
ガ 

 

生
地
産
状 

栽
培
、
多
年
草
、
地
下
茎
は
横
に
数
個
の
塊
と
な 

 
 
 
 

り
、
黄
色
で
強
い
辛
味
を
有
し
、
芳
香
が
あ
る
。
地
上 

 
 
 
 

茎
の
下
部
は
赤
味
を
帯
び
、
葉
は
細
長
で
二
列
に
茎
を 

 
 
 
 

抱
く
よ
う
に
着
生
し
て
い
る
。 

 

効 

用 

消
化
・
健
胃
・
痰
切
り
・
発
汗
・
暑
気
あ
た
り
に
は 

 
 
 
 

根
を
お
ろ
し
が
ね
で
お
ろ
し
、
湯
に
投
じ
て
飲
む
と
よ 

 
 
 
 

い
。
湿
布
に
用
い
る
。
香
辛
料
と
し
て
食
す
る
。 

       

  

 

 

698 699 



  
90 
バ
シ
ョ
ウ∧

島
バ
シ
ャ∨

 

 

生
地
産
状 
栽
培
、
大
型
多
年
草
。
大
き
な
塊
状
の
根
茎
か
ら 

 
 
 
 

地
上
に
薬
鞘
が
重
な
り
合
っ
た
茎
を
二
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら 

 
 
 
 

い
に
伸
ば
す
。
夏
、
長
大
な
花
の
集
ま
り
が
下
向
き
に 

 
 
 
 

つ
く
。 

 

効 

用 

利
尿
・
水
腫
・
脚
気
に
茎
葉
を
煎
服
す
る
。
根
は
感 

 
 
 
 

冒
・
胃
病
・
腹
痛
に
よ
い
。
茎
を
砕
い
て
氷
の
う
代
わ 

 
 
 
 

り
に
用
い
れ
ば
解
熱
に
効
く
。 

  

91 

ヒ
オ
ウ
ギ∧

ビ
ッ
タ
ノ
ー
ジ∨

 

 

生
地
産
状 

自
生
、
栽
培
、
多
年
生
草
で
、
葉
は
広
く
剣
状
で 

 
 
 
 

密
に
互
生
し
、
扇
状
に
広
が
る
。
夏
に
花
茎
を
出
し
て 

 
 
 
 

枝
を
分
け
、黄
赤
色
に
赤
い
班
点
の
あ
る
花
を
つ
け
る
。 

 
 
 
 

実
は
黒
い
球
形
で
あ
る
。 

 

効 

用 

扁
桃
炎
・
痰
切
り
・
せ
き
止
め
・
熱
さ
ま
し
・
通
経 

 
 
 
 

に
根
茎
を
煎
服
す
る
。 

        

93 

ス
イ
セ
ン 

 

生
地
産
状 

海
岸
近
く
に
自
生
、
観
賞
用
と
し
て
栽
培
、
多
年 

 
 
 
 

草
鱗
茎
を
有
し
、
葉
は
線
状
で
多
く
、
春
、
花
茎
に
数 

 
 
 
 

個
の
花
を
開
く
。
白
い
花
弁
の
中
央
に

杯
さ
か
ず
き

型
の
黄
色 

 
 
 
 

の
花
冠
を
つ
け
る
。 

効 

用 

は
れ
物
・
肩
こ
り
・
歯
痛
・
ね
ん
ざ
・
乳
房
の
腫し

ゆ 

脹
ち
よ
う

に
鱗
茎
を
す
り
つ
ぶ
し
て
つ
け
る
と
よ
い
。 

        

94 

ヒ
ガ
ン
バ
ナ
、
別
名 

マ
ン
ジ
ュ
シ
ャ
ゲ 

生
地
産
状 

山
野
に
自
生
、
観
賞
用
と
し
て
栽
培
、
多
年
草
、 

 
 
 
 

葉
に
先
が
け
て
鱗
形
か
ら
一
本
の
花
茎
を
出
し
そ
れ
に 

 
 
 
 

奇
形
の
花
が
咲
く
。
六
弁
が
反
巻
し
、
め
し
べ
、
お
し 

         

92 

サ
フ
ラ
ン
モ
ド
キ∧

ア
ミ
フ
イ
バ
ナ∨

 

 

生
地
産
状 

栽
培
、
多
年
草
、
鱗
茎
を
有
し
、
葉
は
線
形
根
生
、 

 
 
 
 

夏
、
花
茎
に
淡
紅
色
の
花
を
開
く
。 

 

効 

用 

心
臓
病
・
生
理
不
順
・
か
ぜ
に
乾
燥
し
た
花
と
シ
ソ 

 
 
 
 

を
混
じ
煎
服
す
る
。
芳
香
薬
の
原
料
に
な
る
。 

              
 
 
 

べ
が
糸
状
に
長
く
出
る
。
鱗
茎
は
有
毒
で
あ
る
。
冬
、 

 
 
 
 

線
状
の
葉
が
出
て
、
三
月
ご
ろ
枯
れ
る
。 

効 

用 

鱗
茎
を
す
り
つ
ぶ
し
、
人
さ
し
指
大
の
分
量
を
就
寝 

 
 
 
 

前
、
両
足
の
土
踏
ま
ず
に
は
っ
て
軽
包
帯
を
す
る
。
肩 

 
 
 
 

こ
り
腎
臓
病
に
よ
い
。 

          

95 

ク
サ
ス
ギ
カ
ズ
ラ 

 

生
地
産
状 

野
生
、
多
年
草
、
根
は
紡
錘
形
を
し
た
の
が
多
数 

 
 
 
 

つ
い
て
い
る
。
葉
は
退
化
し
鱗
片
状
を
な
し
、
茎
の
節 

 
 
 
 

に
つ
き
葉
の
よ
う
に
見
え
る
針
状
の
も
の
は
枝
の
変
形 

 
 

700 701 



        

し
た
も
の
で
あ
る
。
花
は
六
弁
で
数
個
ず
つ
集
ま
っ
て 

 
 
 
 

咲
く
。 

 

効 

用 

乾
燥
し
た
根
を
煎
服
す
る
と
、
肺
病
・
ぜ
ん
そ
く
な 

 
 
 
 

ど
の
せ
き
止
め
、
熱
さ
ま
し
・
強
壮
剤
・
利
尿
剤
に
も 

 
 
 
 

用
い
る
。 

96 

サ
ル
ト
リ
イ
バ
ラ∧

サ
ン
キ
ラ∨

 

 

生
地
産
状 

山
野
に
自
性
、
つ
る
性
落
葉
か
ん
木
、
茎
は
節
ご 

 
 
 
 

と
に
曲
が
り
角
質
の
と
げ
が
あ
る
。
葉
は
だ
円
形
で
、 

 
 
 
 

葉
柄
の
基
部
に
巻
き
ひ
げ
が
つ
い
て
い
る
。
初
夏
に
黄 

 
 
 
 

緑
色
の
花
を
つ
け
、
雌
雄
別
株
で
エ
ン
ド
ウ
大
の
赤
い 

 
 
 
 

実
を
つ
け
る
。
こ
れ
は
生
で
食
べ
ら
れ
る
。 

         
 
 
 

は
細
長
く
、
葉
辺
は
ざ
ら
つ
い
て
い
る
。
夏
、
小
さ
な 

 
 
 
 

薄
紫
の
花
が
咲
き
、秋
に
青
色
球
形
の
種
子
を
つ
け
る
。 

 

効 

用 

滋
養
、
強
壮
に
日
干
し
に
し
た
根
に
は
ち
み
つ
を
加 

 
 
 
 

え
て
煎
服
す
る
。
痰
切
り
、
吐
血
に
も
よ
い
。 

98 

テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ∧

ユ
イ∨

 

 

生
地
産
状 

栽
培
、
多
年
草
、
茎
は
六
十
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
で
硬 

 
 
 
 

直
、
葉
は
細
長
い
、
鱗
茎
は
黄
白
色
、
四
～
五
月
ご
ろ 

 
 
 
 

白
色
大
形
の
花
を
数
個
つ
け
、
長
ろ
う
と
状
で
、
先
端 

 
 
 
 

は
六
裂
、
香
気
が
高
い
。 

 

効 

用 

火
傷
・
擦
過
傷
・
毒
虫
刺
さ
れ
に
鱗
茎
を
つ
ぶ
し
て 

 
 
 
 

塗
布
す
る
。 

        

        

効 

用 

乾
燥
し
た
根
茎
を
煎
服
す
る
と
、
梅
毒
・
利
尿
・
寝 

 
 
 
 

小
便
・
破
傷
風
・
は
れ
物
に
よ
い
。 

97 

ジ
ャ
ノ
ヒ
ゲ 

 

生
地
産
状 

山
野
の
日
当
た
り
の
よ
い
場
所
に
自
生
、
庭
園
の 

 
 
 
 

ふ
ち
ど
り
と
し
て
栽
培
も
さ
れ
て
い
る
。
多
年
草
で
葉 

              

99 

ニ
ン
ニ
ク∧

ヒ
ル∨

 

 

生
地
産
状 

栽
培
、
多
年
草
、
全
草
強
臭
、
葉
は
扁
平
で
細
長 

 
 
 
 

い
、
夏
、
白
紫
色
の
花
を
つ
け
る
。
鱗
茎
は
食
用
に
な 

 
 
 
 

る
。
魔
よ
け
と
し
て
玄
関
軒
下
に
下
げ
る
。 

 

効 

用 

鱗
茎
を
す
り
お
ろ
す
か
、
焼
く
か
、
煎
じ
て
食
す
る 

 
 
 
 

と
、
整
腸
・
寄
生
虫
駆
除
・
健
胃
・
利
尿
・
強
壮
・
疲 

 
 
 
 

労
回
復
・
発
汗
・
冷
え
症
・
暑
気
あ
た
り
・
魚
毒
消 

 
 
 
 

し
・
不
眠
症
・
コ
レ
ラ
に
も
効
く
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

           

702 703 



100 

ヤ
ブ
ラ
ン 

 
生
地
産
状 

山
野
の
陰
地
に
自
生
、
葉
は
地
下
茎
の
先
か
ら
出 

 
 
 
 

し
、
深
緑
色
、
線
形
、
扁
平
、
秋
に
薄
紫
色
の
多
数
の 

 
 
 
 

花
を
つ
け
る
。 

 

効 

用 

根
塊
を
一
日
十
グ
ラ
ム
を
煎
剤
と
す
る
。
せ
き
止 

 
 
 
 

め
・
痰
切
り
・
熱
さ
ま
し
・
心
臓
・
肺
病
・
腎
臓
に
用 

 
 
 
 

い
ら
れ
、
滋
養
強
壮
、
母
乳
促
進
に
も
効
く
。 

          

101 

ツ
ユ
ク
サ 

生
地
産
状 

野
生
、
一
年
草
、
葉
は
細
長
く
、
先
が
と
が
り
、 

                 

き
な
苞
を
生
じ
内
の
花
穂
に
白
い
雌
雄
の
花
を
つ
け
、 

 
 
 
 

花
軸
の
先
は
細
長
く
苞
外
に
突
き
出
す
。塊
茎
は
球
形
。 

 
 
 
 

有
毒
植
物
で
薬
に
な
る
の
は
塊
茎
だ
け
。 

効 

用 

つ
わ
り
の
妙
薬
と
し
て
、
球
根
と
シ
ョ
ー
ガ
を
煎
服 

 
 
 
 

す
る
。
他
の
は
き
気
止
め
に
も
よ
い
。
フ
リ
ダ
シ
の
原 

 
 
 
 

料
に
な
る
。
切
り
傷
の
血
止
め
に
つ
ぶ
し
て
つ
け
る
。 

 
 
 
 

乾
か
し
粉
末
に
し
た
も
の
を
飯
粒
で
練
っ
て
手
足
の
ま 

 
 
 
 

め
に
は
る
と
治
る
。
海
藻
、
飴あ

め

類
と
の
併
食
は
忌
む
。 

103 

里
芋∧

サ
ト
ゥ
イ
ム∨

 

生
地
産
状 

栽
培
、
多
年
草
、
葉
は
根
生
し
、
長
大
な
楯た

て

形
で 

        

基
部
は
広
く
さ
や
に
な
っ
て
い
る
。
夏
、
二
弁
の
青
色 

 
 
 
 

の
花
が
咲
く
が
、
一
日
で
し
ぼ
む
。 

効 

用 

全
草
を
乾
燥
さ
せ
煎
服
す
る
。
解
熱
・
便
秘
・
は
れ 

 
 
 
 

物
・
脚
気
・
下
痢
止
め
に
よ
い
。
は
れ
物
の
痛
み
に
は 

 
 
 
 

茎
葉
を
も
ん
で
は
る
と
と
ま
る
。 

  

102 

カ
ラ
ス
ビ
シ
ャ
ク 

 
 
 

別
名 

ハ
ン
ゲ 

 

生
地
産
状 

野
生
、
多
年
草
、
春
、
地
下
の
塊
茎
か
ら
茎
を
出 

 
 
 
 

し
、
三
小
葉
を
つ
け
る
。
夏
、
紫
緑
色
の
円
筒
状
の
大 

            
 
 
 

葉
柄
も
長
い
。
地
下
茎
は
多
肉
で
球
形
、
芋
の
一
種
で 

 
 
 
 

食
用
に
な
る
。 

効 

用 

は
ち
に
刺
さ
れ
た
と
き
、
葉
汁
を
つ
け
る
と
よ
い
。 

  

104 

ハ
マ
ス
ゲ∧

ホ
ー
ブ
シ∨

 

 

生
地
産
状 

畑
地
に
自
生
、
葉
は
狭
長
で
さ
や
を
な
し
、
深
緑 

 
 
 
 

色
で
硬
い
。
夏
、
茎
頂
が
分
か
れ
、
茶
褐
色
の
花
を
つ 

 
 
 
 

け
る
。
地
下
茎
は
横
走
し
、
所
々
塊
根
を
つ
け
、
そ
れ 

       

 
 

704 705 



 
 
 

を
香
付
子
と
い
う
。 

効 

用 

通
経
・
鎮
痙
・
ぜ
ん
そ
く
・
痰
切
り
に
塊
根
を
一
日 

 
 
 
 

六
グ
ラ
ム
煎
服
す
る
。止
血
・
ウ
ル
シ
マ
ケ
に
も
よ
い
。 

  

105 

ジ
ュ
ズ
ダ
マ∧
シ
ン
シ
ダ
マ∨

 

 

生
地
産
状 

畑
地
な
ど
に
自
生
、
多
年
草
、
群
生
、
初
秋
に
葉 

 
 
 
 

わ
き
か
ら
花
穂
を
出
し
、
淡
紅
色
の
花
を
開
き
、
卵
形 

 
 
 
 

の
堅
い
実
を
つ
け
る
。
実
は
数
珠

じ
ゆ
ず

に
用
い
る
。 

 

効 

用 

リ
ウ
マ
チ
・
神
経
痛
・
肩
こ
り
に
根
を
煎
服
す
る
。 

                   

効 

用 

風
邪
の
解
熱
に
根
を
煎
服
す
る
。 

108 

チ
ガ
ヤ∧

マ
ヒ
ヤ∨

 

 

生
地
産
状 

野
生
、
群
生
す
る
。
多
年
草
、
春
、
褐
色
の
花
穂 

 
 
 
 

を
つ
け
る
。
こ
れ
を
「
ツ
バ
ナ
」
と
い
い
、
な
め
る
と 

 
 
 
 

甘
い
。
初
夏
に
な
る
と
銀
白
色
の
ス
ス
キ
を
小
型
に
し 

 
 
 
 

た
よ
う
な
花
穂
に
な
る
。
葉
は
線
状
で
先
が
と
が
り
、 

 
 
 
 

根
は
横
走
し
て
繁
殖
す
る
。 

 

効 

用 

根
茎
を
日
干
し
に
し
煎
服
す
る
と
、
利
尿
・
止
血
・ 

 
 
 
 

消
炎
・
む
く
み
な
ど
に
よ
い
。 

109 

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ∧

ト
ー
キ
ミ∨
 

生
地
産
状 

栽
培
、
一
年
草
、
葉
は
長
大
で
先
が
と
が
り
、
基 

 
 
 
 

部
は
さ
や
に
な
っ
て
い
る
。
夏
に
雌
花
は
各
節
の
葉
鞘 

 
 
 
 

間
に
生
じ
、
赤
紫
色
の
毛
髪
状
を
し
た
花
柱
を
出
し
、 

 
 
 
 

雄
花
群
は
茎
頭
に
長
い
穂
状
を
な
す
。
果
実
は
扁
円
形 

 
 
 
 

の
粒
が
多
く
紡
錘
状
に
つ
く
。
で
ん
ぷ
ん
が
多
く
、
食 

 
 
 
 

糧
や
家
畜
の
飼
料
に
す
る
。 

効 

用 

利
尿
・
急
性
腎
炎
・
妊
娠
時
の
む
く
み
に
、
毛
を
日 

 
 
 
 

干
し
に
し
た
の
を
煎
服
す
る
。 

106 

ハ
ト
ム
ギ 

 

生
地
産
状 

栽
培
、
ジ
ュ
ズ
ダ
マ
の
変
種
で
、
種
子
が
軟
ら
か 

 
 
 
 

い
。 

 

効 

用 

果
実
は
米
に
混
ぜ
て
食
す
る
と
、
滋
養
に
な
り
、
強 

 
 
 
 

壮
・
健
胃
・
利
尿
に
よ
い
。
実
を
粉
に
し
た
も
の
を
湯 

 
 
 
 

で
溶
い
て
服
用
す
れ
ば
リ
ュ
ウ
マ
チ
に
よ
い
。
実
を
煎 

 
 
 
 

服
す
れ
ば
脚
気
・
痛
風
に
よ
い
。
根
を
煎
服
す
れ
ば
、 

 
 
 
 

脾
臓

ひ
ぞ
う

の
病
、
通
経
に
よ
く
、
い
ぼ
と
り
に
も
な
る
。 

107 

ス
ス
キ∧

ヲ
ゥ
バ
ナ∨

 

 

生
地
産
状 

野
生
、多
年
草
、毎
年
宿
根
か
ら
新
芽
を
生
じ
る
。 

 
 
 
 

葉
は
線
状
で
先
が
と
が
る
。
秋
、
茎
頭
に
銀
白
色
の
花 

 
 
 
 

穂
が
つ
く
。
尾
花
と
称
し
、
秋
の
七
草
の
一
つ
。 

                        

110 

ガ
マ∧

ハ
バ
ー∨

 

生
地
産
状 

水
辺
湿
地
に
自
生
、
多
年
草
、
葉
の
基
部
は
さ
や 

 
 
 
 

に
な
り
茎
を
包
む
。
夏
、
花
を
つ
け
る
。
下
部
は
雌
花 

 
 
 
 

で
緑
褐
色
で
ビ
ロ
ー
ド
状
に
な
っ
て
お
り
心
皮
か
ら
で 

 
 
 
 

き
て
い
る
が
内
部
は
長
い
綿
毛
が
多
い
。
こ
れ
を
ふ
と 

 
 
 
 

ん
の
心
に
入
れ
た
り
、
こ
れ
に
油
を
注
い
で
ろ
う
そ
く 

 
 
 
 

に
代
用
、
ま
た
火
く
ち
（
フ
ク
チ
）
の
料
と
し
た
。
上 

 
 
 
 

部
は
お
し
べ
群
が
密
生
し
、
花
糸
は
細
長
く
、
基
部
に 

 
 
 
 

腺
毛
あ
り
。 

効 

用 

「
が
ま
の
ほ
」
は
止
血
に
よ
い
。 

 

706 707 



           

111 

ソ
テ
ツ∧

ス
ト
ゥ
チ∨

 

生
地
産
状 

自
生
ま
た
は
栽
培
、
常
緑
樹
、
幹
の
頃
端
に
硬
い 

 
 
 
 

長
柄
羽
状
複
葉
を
群
生
す
る
。
小
葉
は
線
形
で
先
は
と 

 
 
 
 

げ
の
よ
う
に
と
が
っ
て
い
る
。
雌
雄
異
株
で
、
幹
の
頂 

 
 
 
 

端
葉
間
に
咲
き
、
雄
花
は
長
だ
円
形
で
松
か
さ
状
の
花 

 
 
 
 

穂
を
出
し
、
雌
花
は
丸
く
重
な
り
合
っ
て
大
形
の
穂
を 

 
 
 
 

な
し
、
お
し
べ
は
羽
裂
し
た
葉
状
を
な
し
、
褐
色
の
綿 

 
 
 
 

毛
を
密
生
す
る
。
種
子
は
卵
形
で
朱
赤
色
で
あ
る
。 

         

◎ 

追 

補 

  

112 

ア
ロ
エ∧

イ
シ
ャ
イ
ラ
ズ∨

 

 

生
地
産
状 

栽
培
、
葉
は
多
肉
で
剣
状
、
葉
の
縁
に
は
硬
く
て 

 
 
 
 

鋭
い
歯
牙
状
の
と
げ
が
あ
る
。 

 

効 

用 

葉
汁
は
創
傷
・
は
れ
物
に
よ
く
、
青
葉
に
白
湯
を
か 

 
 
 
 

け
て
飲
む
と
、
熱
さ
ま
し
・
胃
腸
病
・
腹
痛
に
効
く
。 

 
 
 
 

生
葉
を
水
洗
い
し
て
食
べ
て
も
よ
い
。 

        

               

効 

用 

通
経
・
せ
き
止
め
用
と
し
て
秋
に
種
子
を
割
り
、
風 

 
 
 
 

通
し
の
よ
い
所
で
充
分
陰
干
し
に
し
て
煎
服
す
る
。
創 

 
 
 
 

傷
に
は
生
の
汁
を
つ
け
て
も
よ
い
。 

            

113 

竹∧

デ
ェ
ー∨

 

 

生
地
産
状 

自
生
、
栽
培
、
種
類
が
多
い
。 

 

効 

用 

破
傷
風
に
青
竹
を
あ
ぶ
っ
て
出
る
汁
を
さ
か
ず
き
一 

 
 
 
 

杯
飲
む
か
、
根
茎
を
煎
服
し
て
も
効
く
。 

  

114 

ミ
ソ
ナ
オ
シ 

生
地
産
状 

山
地
に
自
生
、
落
葉
小
木
、
葉
は
細
長
く
先
が
と 

 
 
 
 

が
っ
て
い
る
。
三
小
葉
で
羽
状
複
葉
、
夏
の
末
、
蝶
形 

 
 
 
 

で
浅
黄
を
帯
び
た
白
色
の
小
花
を
総
状
に
つ
け
る
。
落 

 
 
 
 

花
生
の
花
と
似
て
い
る
。五
～
六
節
の
さ
や
果
を
結
ぶ
。 

効 

用 

古
来
、
葉
を
み
そ
の
う
じ
殺
し
に
使
っ
た
の
で
ミ
ソ 

 
 
 
 

ナ
オ
シ
の
名
が
つ
い
た
。
別
名
ウ
ジ
コ
ロ
シ
、
ミ
ソ
ク 

 
 
 
 

サ
と
も
い
う
。
殺
虫
剤
、
便
所
に
全
草
を
入
れ
う
じ
を 

 
 
 
 

殺
す
。 

 

 

  

708 709 



         

115 

マ
ク
リ∧

ミ
ミ
ジ
モ
イ∨

 

 

生
地
産
状 

海
中
、
円
柱
状
で
高
さ
十
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
。
強
靭 

 
 
 
 

で
不
規
則
に
分
枝
し
、
黒
紫
色
で
乾
燥
す
る
と
や
や
樺 

 
 
 
 

色
に
変
ず
る
。 

 

効 

用 

回
虫
駆
除
、
え
い
児
の
胎
毒
下
し
に
用
い
る
。 
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バ
ン
ジ
ロ
ー∧

バ
ン
シ
ル∨

 

 

生
地
産
状 

自
生
、
栽
培
、
常
緑
小
高
木
、
樹
皮
は
褐
色
で
光 

 
 
 
 

沢
が
あ
り
、
滑
ら
か
、
葉
は
楕だ

円
形
、
花
は
初
夏
に
白 

       

五 

結 

び 

以
上
薬
用
に
供
さ
れ
る
植
物
に
就
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
ま
だ 

こ
の
外
に
も
薬
用
価
値
の
あ
る
も
の
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。 

 

薬
用
植
物
の
中
で
も
製
薬
の
原
料
と
な
る
も
の
や
、
単
に
習
慣 

上
薬
草
と
さ
れ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
従
っ
て
そ
の 

す
べ
て
が
効
能
書
通
り
、
て
き
め
ん
に
効
く
か
否
か
に
つ
い
て
は 

遺
憾
な
が
ら
言
明
の
限
り
で
は
な
い
。
進
歩
し
た
現
在
の
科
学
薬 

品
に
お
い
て
さ
え
人
に
よ
り
体
質
に
よ
っ
て
、
そ
の
効
験
が
多
少 

の
違
い
で
は
あ
ろ
う
が
異
な
る
と
き
い
て
い
る
。
ま
し
て
や
薬
草 

に
お
い
て
お
や
で
あ
る
。 

 

こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
は
今
後
の
学
術
的
研
究
に
待
た
ね
ば 

な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。 

 

な
お
、
時
代
と
と
も
に
薬
草
が
か
え
り
み
ら
れ
な
く
な
り
、
忘 

れ
去
ら
れ
、
更
に
こ
う
し
た
薬
草
の
ほ
と
ん
ど
が
雑
草
の
た
め
に 

土
地
改
良
普
及
に
よ
り
除
去
さ
れ
、
さ
し
え
を
画
く
に
当
り
古
老 

を
訪
ね
田
野
を
廻
っ
た
が
、
お
お
か
た
消
滅
し
て
い
る
こ
と
も
事 

実
で
あ
る
。 

 

永
吉
毅
氏
「
郷
土
の
薬
用
植
物
」
を
転
記
し
た
も
の
、
薬
用
植 

 
 
 
 

色
五
弁
の
小
花
を
葉
の
つ
け
根
に
開
く
。
果
実
は
秋
に 

 
 
 
 

成
熟
し
、
果
肉
は
乳
白
色
か
ら
ピ
ン
ク
で
甘
く
て
食
用 

 
 
 
 

に
な
る
。
中
心
に
小
さ
な
堅
い
種
子
が
多
い
。 

効 

用 

糖
尿
病
・
高
血
圧
症
に
未
成
熟
の
果
実
を
皮
つ
き
の 

 
 
 
 

ま
ま
輪
切
り
に
し
、
乾
燥
後
煎
服
す
る
。
葉
は
新
葉
を 

 
 
 
 

摘
み
取
り
茶
を
製
し
て
常
時
飲
用
す
る
。
葉
を
乾
燥
さ 

 
 
 
 

せ
煎
服
す
る
と
い
っ
そ
う
効
力
が
あ
る
。 

                    

物
図
は
谷
元
義
男
画
で
あ
る
。 

 

 

710 711 


